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1．背景と目的 

太平洋戦争終結直後，日本国内の住宅不足数は 420 万

戸におよぶものと推計された。これは，戦時からの供給

不足に加え，戦災による喪失 210 万戸，防空の観点から

行われた建物疎開による喪失 55 万戸を含み，絶対的な住

宅難の克服が戦災復興の喫緊課題に浮上した。この生活

に直結した住居の問題は，占領下日本で推進された戦後

教育改革でも注目されていくこととなった。 

連合国軍最高司令官総司令部（GHQ/SCAP）の民間情報

教育局（CIE）からの強い指導と助言のもとに進められた

教育改革では，教科書改革も進められ，中学校数学科に

おいては単元学習の理念に基づく文部省著作教科書『中

学生の数学』が編集された。同書はその後に教科書検定

制度のもとで発行された教科書（以下，検定教科書）の

範型として，影響力を持ったことが知られている。この

『中学生の数学』の第 I 単元は「住宅」であり，これは

「単元学習の『生活単元』を代表するもの（蒔苗, 2001）」

とされ，住居の構造や居住環境の安全と衛生など，住生

活の文脈から問題を抽出して数学的に定式化したうえで

問題を解決するという流れに沿って，直線や平面の位置

関係や，円錐などの立体図形に関する数学的概念を学習

することが目指されたものだった。 

それでは，1950 年代以降の生活単元学習への批判と反

発のうねりのなかで，中学校数学科における住居を題材

とした単元が，『中学生の数学』をモデルとして執筆され

た検定教科書においてどのように扱われ，単元学習の特

徴をどのように継承した（あるいは，しなかった）のか，

そして単元学習の衰退とともに内容はどのように変化し

た（あるいは，しなかった）のだろうか。この点は数学

教育史研究（蒔苗, 2001; 2011; 2012 など）においても，

学校における住生活教育に関する歴史的研究（曲田, 

1994 など）においても十分に明らかにされていない。 

そこで本研究では，戦後教育改革期の数学科教科書に

おける「住居」についての単元がどのように成立し展開

したのかを明らかにする研究の端緒として，検定教科書

『日常の数学』が発行された背景と特徴を明らかにする。 

 

2. 対象資料 

本研究では，1949 年に初めて検定が与えられた中学校

数学科教科書を発行した出版社の一つである大日本図書

株式会社の検定教科書『日常の数学』（図 1）を分析対象

とする。同書は 1950 年に初版が発行された後，1951 年

と 1952 年にそれぞれ改訂され，『日常の数学（2 冊制）』，

『新訂版 日常の数学（2 冊制）』が発行された。あわせ

て，『日常の数学』の編集に際して範型となったと目され

る文部省著作教科書『中学生の数学』（図 2）にも着目し，

『日常の数学』の記載内容との比較を行う注 1）。 

 

 
図 1 日常の数学(初版)    図 2 中学生の数学 
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�. ⤖ᯝと⪃ᐹ 

本✏では，ࡎࡲ検定教科書『日常の数学』が 1950 年に

発行されたᙜ時の数学教育ならࡧに住宅問題のືྥを概

観し，あわせて『日常の数学』の๓年，1949 年に発行さ

れた文部省著作教科書『中学生の数学』とのᕪ␗をᩚ理

する。ḟに，『日常の数学』の編集をᢸった数学研究ጤဨ

会（第஧部）ならࡧにᮾி師範学校㝃ᒓ中学校のかかわ

りを㏻して，教科書の編集᪉㔪とその特徴をᢕᥱする。 

 

�.1 ᳨ᐃᩍ⛉᭩ࠗ日常の数学࠘Ⓨ⾜の背景 

1) 生ά༢ඖ学⩦の᥎㐍と数学⛉ᩍ⫱ 

GHQ/SCAP による日本占領ᨻ⟇は，あらࡺる分㔝での民

୺୺⩏改革を推し進めることになった。教育分㔝もその

౛እではなく，民間情報教育局による指導のもと，⏨ዪ

平➼や教育のᶵ会ᆒ➼などが㔜どされたと同時に，戦後

教育改革期には，生活経験୺⩏に基づいた，いわࡺる生

活単元学習が推進されることとなった注 2）。⾲ 1 に戦後教

育改革期における数学科教育のືྥをࡲとめた。教育の

改革᪋⟇が▮継ࡂ᪩に出されるなか，数学科教育におい

ても，194� 年の『学習指導せ領一⯡編（ヨ᱌）』『学習指

導せ領 ⟬数科・数学科編（ヨ᱌）』によって新しい教育

のあり᪉が，戦๓ࡲでの「教ᤵせ目」ではなく「学習指

導せ領」としてල体的に♧された。「ヨ᱌」とされている。

『学習指導せ領 ⟬数科・数学科（ヨ᱌）』（文部省,194�E）

では「はࡌめのことࡤ」としてḟのように教育とᏊ供の

環境の関係が言ཬされている。 

教育のሙはᏊ供の環境であり，教育のいとなみは，

Ꮚ供の生活を指導するものである。そのᏊ供の生活と

は，環境に制⣙をうけながら，なお環境にはたらࡁか

けて，Ꮚ供が日ࠎにのࡧて新しいものとして生ࡁてい

く㐣⛬であるといえる。 

したがって，一᪉においてはᏊ供がព㆑的に環境に

はたらࡁかけていくように指導しなけれࡤならない。

そしてそのようにさせることによって，Ꮚ供の環境は

だࢇだࢇ空間的にࡦろがっていくとඹに，内容的にも

っていく。注ࡲ῝ �） 

さらに 194� 年には『文部省⟬数・数学科指導内容一ぴ

表』が発表された。ᑠ学校においては指導内容を「理解

とᢏ⬟」「経験」の 2 㡯目に分㢮し，中学校（第୐学年以

降）になると「生活経験」「ᢏ⬟」「⏝ㄒ」の � 㡯目にわ

けて定められた（文部省,194�）。数学科の指導内容が「生

活経験」を㍈にして行われることがここで明♧され，生

活単元学習と࿧ࡤれる教育のᅾり᪉が進められていった。

たとえࡤ，第୐学年では「生活経験」として「պᐙᗞ，

学校，日常の௙஦などをするのに，㛗さ，㔜さ，時間に

関する 定をしたり，それらに関する計⟬をしたりする」

とᥖࡆ，「住宅を改Ⰻするために，ᐙについての 定をす

る」ことを౛の一つにᣲࡆている。あるいは，「վ建物や

㔝እその௚で，┦ఝな平面図形をᐇ際的なሙ面にぢ出し

たり，⏝いたりする」ことをᥖࡆ，౛として「住宅改Ⰻ

のࣥࣛࣉを作るために，ᒇ᰿や全景の形をㄪ࡭たり，そ

のᶍ型を作ったりする。ࡲた，この住宅のࡲわりに作る

へいの㛗さを計⟬する」と♧された。 

文部省は生活単元学習に基づく教育を展開するために，

教科書が検定制度に㌿᥮するのにඛだって，ᶍ範的な教

科書の作成を進め，1949 年に文部省著作教科書『中学生

の数学』として発行された。同書の教育内容がᚑ᮶の教

科書と␗なり，生活経験に༶したものであることは，ඛ

行して 194� 年にห行された国定教科書『中➼数学』の❶

構成とのᕪ␗によくあらわれている（⾲ 2）。 

その後，ᐇ際の教育⌧ሙにおける生活単元学習のᐇ㊶

は，ややもすれࡤ生活経験に᣺りᅇされてしࡲい，数学

教育においてồめられる系⤫だてられた理解を㜼ᐖする

≧ἣも生ࢇでいく。そうした≧ἣに༴ᶵឤを持った教育

⪅・研究⪅らによって生活単元学習への反省や批判が生

ጞめた注ࡌ 4）。たとえ1951，ࡤ 年 � ᭶にはᗙㄯ会「中学

校数学教育の反省と批判」が開ദされ，ࡲた同年 9 ᭶に

は「数学科の生活単元学習について」と題したウㄽ会が

行われた。こうしたືࡁを後ᢲししたのが，⟬数・数学

の学力ప下問題だった。 

2) ᡓᚋ᚟⯆ᮇのఫᏯၥ㢟 

住宅分㔝からみたሙ合，戦後教育改革期は戦後復興期

に㔜なる。戦争にకい大㔞の住宅を喪失した日本の戦災

復興においては，住宅難の克服が喫緊課題となった。さ

らにᾏእからのᘬࡁᥭࡆや復ဨは住宅不足にᢿ㌴をかけ

た。ᨻᗓは 1945 年に戦災復興院をタ置し，「⮫時日本ᶆ

‽つ᱁」を㋃ࡲた「⨯災㒔ᕷᛂᛴ⡆᫆住宅建タせ⥘」（1945

年 9 ᭶）を㛶㆟決定する。ḟいで戦災復興院にタけられ

た住宅基‽ㄪᰝጤဨ会にて「復興住宅建タ基‽」（194�

年 5 ᭶）を⟇定し，戦後の住宅復興の᪉ྥᛶを♧した。

194� 年には戦災復興院は内ົ省ᅵᮌ局と⤫合され建タ

院となり，さらには建タ省へと改⤌された注 5）。 

文部省著作教科書『中学生の数学』が発行された⩣

1950 年には，住宅不足の解ᾘにྥけたᜏஂ的な制度とし

て，住宅㔠⼥බᗜが๰タされた。ᨻᗓによる住宅の直᥋

供給では῝้な住宅難に฿ᗏ対ᛂすることはでࡁないた

め，බᗜ住宅⼥㈨基‽をタけ，一定のỈ‽を‶たした住

宅の建タ・㉎ධをᨭ᥼す࡭く，ప㔠฼で建タ・㉎ධ㈨㔠

を⼥㈨する制度を導ධした。⩣ 1951 年にはබႠ住宅法が

制定され，ᆅ᪉⮬治体による定㢠ᡤᚓ⪅ྥけの㈤㈚住宅

建タが進められた。1955 年には，大㒔ᕷ部の໅ປ⪅のた

めの住宅建タを目的として，不⇞構造による集合住宅の

建タをᢸう日本住宅බᅋがタ立された。戦後教育改革期

に㔜なるこの時期にබᗜ・බႠ・බᅋのいわࡺる「୕බ

体制」が᏶成し，国民をとりࡲく住宅の≧ἣはᅔ難をᴟ

めつつも，ᚎࠎに住宅ᨻ⟇・制度がᩚഛされていった注 �）。 

12



⾲ 1 ᡓᚋᩍ⫱ᨵ㠉ᮇの数学ᩍ⫱࡟ࡧࡽ࡞ఫᏯၥ㢟㛵㐃ᖺ⾲注 �） 

すᬺ(࿴ᬺ) 数学⛉ᩍ⫱ ఫᏯၥ㢟 ᨻ἞࣭⤒῭࣭♫఍ 

1945(20) CIE 設立 

文部省「新日本建設ノ教育方針」 

文部省戦時教材削除を指令 

GHQ「日本教育制度ニ対スル管理政策」 

終戦（住宅不足 420 万戸と推定） 

戦災復興院設立 

罹災都市応急簡易住宅建設要綱決定 

住宅緊急措置令公布 

第二次世界大戦終結 

GHQ の占領開始 

国際連盟正式加盟 

衆院選挙法改正 

1946(21) 米国教育使節団来日 

内閣「教育刷新委員会」設置 

文部省『新教育指針』 

住宅営団廃止 

臨時建築制限令公布 

罹災都市借地借家臨時処理法公布 

地代家賃統制令公布 

天皇，人間宣言 

公職追放令 

第一次農地改革実施 

1947(22) 教育基本法，学校教育法発布 

新制中学校発足 

学習指導要領一般編（試案） 

学習指導要領算数科・数学科編（試案） 

国定教科書『中等数学』発行 

戦災復興院「復興住宅建設基準」策定 

臨時炭鉱労務者住宅建設規則公布 

日本国憲法施行 

労働基準法公布 

独占禁止法公布 

労働省発足 

1948(23) 教科用図書検定規則を制定 

文部省算数・数学科指導内容一覧表 

コア・カリキュラム連盟結成 

戦災復興院が建設院，さらに建設省へ 

全国住宅調査実施 

臨時建築制限規則改正 

都市不燃化促進同盟設立 

経済安定９原則の声明（ドッジライン） 

1949(24) 文部省著作教科書『中学生の数学』発行 

新井高夫「単元学習について」 

戸山ハイツ建設 

住宅対策審議会設置 

傾斜生産方式導入 

GHQ，シャウプ勧告 

1950(25) 検定教科書『日常の数学』発行 

第二次米国教育使節団来日 

オズボーン大佐日数協大会講演 

住宅金融公庫設立 

建築基準法・建築士法施行 

住宅調査実施 

朝鮮戦争勃発 

警察予備隊発足 

金閣寺金堂炎上 

1951(26) 学習指導要領一般編（試案）改訂 

中学・高等学校学習指導要領数学編（試案） 

小学校学習指導要領算数科編（試案） 

検定教科書『日常の数学 2 冊制』発行 

公営住宅法公布 

土地収用法公布 

サンフランシスコ講和条約締結 

公職追放者解除 

民間ラジオ放送開始 

1952(27) 検定教科書『日常の数学(新訂版)』発行 

中央教育審議会設置 

日教組学力調査（１次） 

数学教育協議会結成 

住宅緊急措置令廃止 

第１期公営住宅３箇年計画が国会承認 

耐火建築促進法公布 

宅地建物取引業法公布 

日米安保条約発効 

「鉄腕アトム」連載開始 

1953(28) 検定教科書『中学の数学』発行 

遠山啓「生活単元学習の批判」 

日教組学力調査（２次） 

広岡亮蔵『基礎学力』 

産業労働者住宅資金融通法公布 

北海道防寒住宅建設等促進法公布 

住宅統計調査実施 

都営住宅の抽選に応募 1000 倍 

テレビ放送開始 

朝鮮戦争休戦協定調印 

奄美群島本土復帰 

1954(29)  土地区画整理法公布 自衛隊発足 

1955(30) 検定教科書『中学新数学』発行 

日本民主党「うれうべき教科書の問題」 

雑誌「数学教室」創刊 

住宅融資保険法公布 

第２期公営住宅建設３箇年計画国会承認 

住宅建設 10 箇年計画発表（目標 480 万戸） 

日本住宅公団法公布，日本住宅公団設立 

民間マンション第一号誕生 

神武景気（～57） 

社会党統一，保守合同（55 年体制） 

1956(31) 文部省全国学力調査実施 首都圏整備法公布 経済白書「もはや戦後ではない」 

1957(32) 中教審「科学技術教育の振興方策について」 住宅建設５箇年計画策定 

建築基準法改正 

住宅対策審議会宅地対策要綱決定 

スプートニクショック 

なべ底不況 

1958(33) 小・中学校学習指導要領改訂（「告示」へ） 

雑誌「現代教育科学」創刊 

第３期公営住宅建設３箇年計画国会承認 

地すべり防止法公布 

首都圏近郊整備地帯及び都市開発区域整備

に関する法律公布 

日本労働者住宅協会設立 

東京タワー完成 

皇太子御成婚 

インスタントラーメン 

1959(34) 日教組『新教育課程の批判』 首都圏の既成市街地における工業等の制限

に関する法律公布 

公営住宅法改正 

東京不燃都市建設促進会創立 

建設白書「住宅はまだ戦後である」 

ミゼットハウス（大和ハウス工業）発売 

皇太子ご成婚パレード 

伊勢湾台風 

マイカーブーム 

1960(35) J・ブルーナー『教育の過程』 

遠山啓『教師のための数学入門』 

文部省、教科書採択公正確保について通達 

日本宅地造成協会設立 

建設省住宅需要実態調査実施 

新住宅建設五箇年計画（目標 400 万戸） 

安保条約自然承認 

国民所得倍増計画 

※網掛けは本研究が対象とする戦後教育改革期を示す。 
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⾲ 2 ᡓᚋᩍ⫱ᨵ㠉ᮇࡿࡅ࠾࡟数学⛉ᩍ⛉᭩㸦➨㸯学ᖺ㸧の༢ඖᵓᡂ 

 

�)ࠗ中学生の数学࠘と༢ඖࠕఫᏯࠖ 

194� 年から発足した新制中学校での教育に間に合わ

せる࡭く，文部省は数学科の国定教科書『中➼数学』を

発行した。第一学年は「୺㣗の⤫計」や「力とそのఏ㐩」

「形と図」「ṇの数・㈇の数」といった内容が୪ࡧ，その

内容は「力学とᾘ㈝数学と数ㄽと図形の㞧↛たるᐤせ集

め」（஭上,19�5）だった。1949 年の文部省著作教科書『中

学生の数学』は，第一学年⏝のみがつくられ，全 2 冊で

発行された。全部で 10 の単元から構成されており，その

第Ϩ単元に「住宅」が᥇りあࡆられている。⥆いて「私

たちの 定」「よい㣗஦」「産業の進Ṍ」「私たちの計⟬」

「኎㈙と数学」と⥆く内容となっている（⾲ 2）。㣗஦，

産業，኎㈙，㈓⵳，ண⟬といった単元が୪ぶ構成へと変

化した。 

とくに「住宅」は一␒初めの単元としてタ定され，❶

ᮎにタけられたࢺࢫࢸや計⟬問題，問題⦎習，単元のࡲ

とめなども含め，9 㡫から 52 㡫の 45 㡫を占めている。

単元は，「1�生活と住居」と題して，᫇ の住居と⌧ᅾの住

居について扱う。ࡲた，「2�住宅問題」では「よい住宅・

わるい住宅」「住宅難」をそれぞれࢡࢵࣆࢺにྲྀり上ࡆて

いる。一ぢしたところ社会科の教科書のようにᛮえるこ

の内容は「Ꮚ供の生活」に直結した問題から数学を学ぶ

というጼໃに基づいている。ᕳ㢌に཰㘓された「はࡌめ

のことࡤ」でこうㄝかれている。 

この書物では，計⟬をとりあࡆるというよりも，ㅖ

ྩの生活をとりあࡆている。ྥ上していく生活をとり

あࡆているのである。ただ，おとなのࡲねをする生活

をとりあࡆているのではない。๰造していく生活をと

りあࡆているのである。（中␎）住宅についての問題を

とりあࡆたとしよう。住宅の形はどࢇなに変わってࡁ

たかなどをㄪ࡭ようとすると，図形についてのᛶ㉁（平

行・ᆶ直・㖄直など）がᚲせになる。住宅難のようす

をㄪ࡭ようとすると戸数の変化を表やࣇࣛࢢにかいた

り，ࡲた，一戸あたりのୡᖏ数の๭合を計⟬したりす

ることがᚲせになる。注 �） 

῝้な住宅，㣗⣊，ࣞࣇࣥ࢖などの社会問題に直面し

ていたᙜ時の日本社会を背景として，『中学生の数学』は

「ྥ上していく生活」「๰造していく生活」にࡩさわしい

対象として「住宅」をとりあࡆたものと⪃えられる。 

 

��2.ࠗ日常の数学࠘࡟対ࠗࡿࡍ中学生の数学࠘のᙳ㡪 

1) ᳨ᐃᩍ⛉᭩ࠗ日常の数学࠘Ⓨ⾜の背景 

教科書検定制度が開ጞされたのにあわせて，出版ྛ社

はそれぞれに教科書の編集を開ጞした。教科書出版大

ᡭ・大日本図書株式会社も，理科およࡧ数学科の検定教

科書を出版することとなった。数学科教科書の編集に際

し，ᮾி高➼師範学校教ᤵ・బ⸨Ⰻ一㑻を筆㢌とする数

学教育研究会（第஧部）が立ち上ࡆられた。同ጤဨ会の

構成ጤဨは，ᮾி高➼師範学校㝃ᒓ中学校・㝃ᒓ高➼学

校の教官が中ᚰとなっていた注 9）。モデル教科書をཧ↷し

つつ，㝃ᒓ中学校でのᐇ㊶研究をもとに⊂⮬の単元を構

成し，検定教科書『日常の数学』の編集が進められてい

った。 

ᙜ時は占領下にあり，ࡲた新制中学校や検定教科書の

制度がはࡲࡌったࡤかりのこともあり，教科書のᑂᰝが

ཝ᱁に行われた。「教科書の検定ᑂᰝには CIE（総司令部

民間情報教育局）が教科書の内容について⚄経㉁に目を

ගらせており，லᮎな表⌧にいたるࡲで，ࡧࡁしく࢙ࢳ

っていたといࡲしていた」ため，పい合᱁⋡にとどࢡࢵ

う注 10）。教科書編集にあたっては，၏一の範型である『中

学生の数学』をཧ↷せࡊるをᚓなかったため，後㏙する

ように『日常の数学』の内容にも大ࡁな影響をཬࡰした

ものと⪃えられる。なお，『日常の数学』は 1950 年の初

版発行後，⩣ 1951 年に『日常の数学（2 冊制）』，1952

年には『新訂版 日常の数学（2 冊制）』が発行された。 

『中学生の数学』では「住居」にかかわる単元は「第

Ϩ単元�住宅」として，第一学年のはࡌめにタ定されてい

たが，『日常の数学（初版）』では「単元 9�私たちの住居」

としてタけられている。あわせて，「単元 ��ຮ強ᐊをᩚ

えよう」でも一部，部ᒇのᩚ㡻について扱われている。 

中等数学 
㻝㻥㻠㻣 ᖺ 

中学生の数学 
㻝㻥㻠㻥 ᖺ 

日常の数学䠄ึ版䠅 
㻝㻥㻡㻜 ᖺ 

日常の数学(2 冊制) 
㻝㻥㻡㻝 ᖺ 

新訂版 日常の数学 
䠄2 冊制䠅㻝㻥㻡㻝 ᖺ 

➨䠍学ᖺୖ 

主㣗の統計 

力と䛭のఏ達 

➨䠍学ᖺୗ 

ኟ休䜏の研究 

ᙧと図 

正の数・㈇の数 

➨ 㻝 学ᖺ⏝䠄㻝䠅 

第䊠単元㻚住宅 

第䊡単元㻚⚾た䛱の 定 

第䊢単元㻚䜘い㣗஦ 

➨ 㻝 学ᖺ⏝䠄2䠅 

第䊣単元㻚産業の進Ṍ 

第䊤単元㻚⚾た䛱の計算 

第䊥単元㻚売㈙と数学 

第䊦単元㻚⚾た䛱の㈓⵳ 

第䊧単元㻚予算と生活 

第䊨単元㻚数㔞と日ᖖ生活 

第䊩単元㻚図ᙧと生活 

➨䠍学ᖺ䠍 

単元１㻚⚾た䛱の学校 

単元 2㻚䜘い䛛らだ 

単元 3㻚時と⚾た䛱の生活 

➨䠍学ᖺ 2 

単元 4㻚おべ䜣とう 

単元 5㻚⚾た䛱のス䝫ーツ 

単元 6㻚遠足 

➨䠍学ᖺ 㻟 

単元 7㻚ຮᙉ室を整䛘䜘う 

単元 8㻚お使い 

単元 9㻚⚾た䛱の住ᒃ 

➨ 㻝 学ᖺ 㻝 

単元１㻚⚾た䛱の学校 

単元 2㻚㌟体検査 

単元 3㻚⚾た䛱の㣗஦ 

単元 4㻚⚾た䛱のス䝫ーツ 

➨ 㻝 学ᖺ 2 

単元 5㻚遠足 

単元 6㻚⚾た䛱とၟᗑ 

単元 7㻚⚾た䛱の住ᒃ 

➨ 㻝 学ᖺ 㻝 

単元１㻚⚾た䛱の学校 

単元 2㻚㌟体検査 

単元 3㻚⚾た䛱の㣗஦ 

単元 4㻚⚾た䛱のス䝫ーツ 

➨ 㻝 学ᖺ 2 

単元 5㻚遠足 

単元 6㻚⚾た䛱とၟᗑ 

単元 7㻚⚾た䛱の住ᒃ 
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⾲ 㻟 䛂ఫᒃ䛃䛻㛵㐃䛧䛯༢ඖの┠ḟẚ㍑ 

 

⾲ 㻠 䛂ఫᒃ䛃䛻㛵㐃䛧䛯༢ඖの♫఍ⓗ┠ᶆ 

 

⾲ 㻡 䛂ఫᒃ䛃䛻㛵㐃䛧䛯༢ඖ䛷♧䛥䜜䛯ཧ⪃ᅗ書 

 

『日常の数学�2 冊制�』になると，第一学年中に 9 つ

あった単元が � つに෌編された。これにకい，初版時の

「単元 9�私たちの住居」は，「単元 �㸬ຮ強ᐊをᩚえよう」

の一部と⤫合・ᩚ理されるかたちで，2 冊制ならࡧに新

訂版では「単元 ��私たちの住居」となる。なお，改訂に

కう変㑄については✏を改めてㄽ㏙する。 

2) ༢ඖࠕఫᏯࠖとࡕࡓ⚾ࠕのఫᒃࠖとのᕪ␗ 

ඛ㏙したとおり，『日常の数学』の編集に際して『中学

生の数学』が範型とされたことから，୧⪅には㢮ఝ点が

ከࠎみられる。それは「住居」に関する単元でも同ᵝで

ある。⾲ � として『中学生の数学』の「第Ϩ単元�住宅」

と『日常の数学』の「単元 9�私たちの住居」のヲ⣽目ḟ

をᥖࡆた。๓⪅は「生活と住居」と「住宅問題」，後⪅は

「生活と住居」と「これからの住居」といったように，

୧著ともに஧つの⠇で構成されている。๓༙の⠇におい

て「᫇の住居」と「⌧ᅾの住居」ࡲたは「௒の住居」を

᥇りあࡆ，後༙の⠇において⌧ᅾの住ࡲいが直面する問

題点をᢕᥱし，その解決⟇を検ウする構成を同ࡌくして

いる。それぞれの単元でタ定された社会的目ᶆを⾲ � に

ᢤࡁ出した。⏝いられるㄒྃや表⌧，㡰ᗎにᕪ␗はㄆめ

られるが，おおよそ一⮴しているものとみなせる。 

『中学生の数学』の「第Ϩ単元�住宅」は最後に「こう

したᐙを改造して，みࢇなが，明るくて，しかも，住み

ᚰᆅのよいᐙにするようにくࡩうし，これをᐇ行してい

かねࡤならない」としめくくられ，「問 22㸬どうしたら，

このようなᕼᮃが㐩せられるだろうか。みࢇなでヰし合

ってみよう」という問いで終わる。『日常の数学』の「単

元 9�私たちの住居」では，「問 ���あなたのᐙ᪘が一␒住

みよいようなᐙをタ計しなさい」という問いに⥆いて「一

ᐙそろってᴦしくᬽらせるᐙに住みたいものです。ᐙの

中の௙஦を⬟⋡的にすることがでࡁるような，間ྲྀりで

ありたいものです。それから，私たちの඗ᘵጜጒが୧ぶ

といっしࡻにᴦしくᬽらせるᐙ，೺ᗣ的で合理的なᐙに

したいものです」とࡲとめられている。୧著ともに，ᐇ

際に学ぶᏊ供がいࡲ住ࢇでいる住居の問題点に目をྥけ

させ，よりよい住居にするための解決⟇をᶍ⣴させる問

題解決の題材として「住居」が位置௜けられていること

がうかがえる。 

�) ᥦ♧ࡓࢀࡉཧ⪃図᭩ 

 「住居」を題材にした学習を進めるにあたって，『中学

生の数学』ならࡧに『日常の数学』ともにཧ⪃とする図

書が♧されている。『中学生の数学』では「この単元を学

習するのにཧ⪃となる書物」が � 冊♧され，『日常の数学』

では「この単元を学習するには，つࡂのような書物をཧ

⪃にするとよいでしࡻう」として � 冊がᥖࡆられている

（⾲ �）。問題解決にྲྀり⤌ࡴ生ᚐがこれらの図書をཧ⪃

としながら住宅に関する知㆑をᚓることが期ᚅされた。 

『日常の数学』に௜された図書について，そのヲ⣽目

ḟを資料にᥖࡆた。『中学生の数学』とඹ㏻でしてཧ⪃図

書に指定されたものとして，建築史ᐙ・関㔝克『日本住

宅ᑠ史』，建築計⏬学⪅・すᒣኦ୕の『これからのすࡲい㸸

住ᵝ式のヰ』，文部省著作教科書『私たちの科学 12 ᐙは

どのようにしてでࡁるか』の � 冊がヱᙜする。関㔝の著

書は建築新書の一冊として 1942 年に┦ᶍ書ᡣから出版

されたものであり，日本における住宅の歴史をྂ代から

⌧代に⮳るࡲで初めて系⤫的に記㏙した㏻史として知ら

れる。ࡲた，すᒣの著書はᩋ戦の⩣ 194� 年に┦ᶍ書ᡣか

ら出版されたもので，ෑ㢌に「新日本の住宅建タにᚲせ

な十ཎ๎」をᥖࡆるなど，住宅問題の⌧≧と戦後の新し

い住ᵝ式についてၨⵚする内容であった。『私たちの科学』

中学生の数学 㻝㻥㻠㻥 日常の数学䠄ึ版䠅㻝㻥㻡㻜 

➨➨䊠䊠༢༢ඖඖ  ఫఫᏯᏯ  

11㻚㻚生生活活とと住住ᒃᒃ  

 1㻙1㻚᫇の住ᒃと䛭のᚲ要 

  㻭㻚日本の大᫇の住ᒃ 

  㻮㻚ᮍ開人の住ᒃ 

  C㻚家のᙧ 

 1㻙2㻚現ᅾの住ᒃと䛭のᚲ要 

22㻚㻚住住宅宅問問題題  

 2㻙1㻚䜘い住宅・䜟るい住宅 

 2㻙2㻚住宅㞴  

༢༢ඖඖ䠕䠕㻚㻚⚾⚾䛯䛯䛱䛱ののఫఫᒃᒃ  

11㻚㻚生生活活とと住住ᒃᒃ  

 1㻙1㻚᫇の住ᒃ 

 1㻙2㻚௒の住ᒃ 

22㻚㻚䛣䛣れれ䛛䛛ららのの住住ᒃᒃ  

 2㻙1㻚住宅の不足 

 2㻙2㻚住䜏䜘い家 

   㼍㻚೺ᗣⓗなすまい 

 㼎㻚合理ⓗなすまい  

中学生の数学 㻝㻥㻠㻥 

➨䊠༢ඖ䛂ఫᏯ䛃学⩦ᣦᑟの┠ᶆ 

㻭㻭㻚㻚社社会会ⓗⓗななもものの  

(1)日本の家ᒇには，次の䜘うな≉ᚩのある䛣とを理解する。 

(㼍)ኟྥきで，開放ⓗである。 

(㼎)融通ᛶにᐩ䜐。 

(㼏)⚾室はないが，家᪘ⓗである。 

(㼐)㠀衛生ⓗである。（≉に，౽所・␚，ኟのの䜏・䛛・はい） 

(㼑)設備が䜅䛨䜕う䜆䜣で，ΰ雑にお䛱いる。 

(㼒)ືస進㏥が㠀⬟⋡ⓗである。 

(2)䜟が国の᫇の住ᒃやᮍ開人の住ᒃには，䛹䜣なᙧがあるの䛛を調べて，

住ᒃのᙧの進Ṍを理解する。 

(3)䜟が国の家と，እ国の家とをẚべて，ఝている所と䛱が䛳ている所を調

べ，䜟が国の家ᒇについて，保ᏑすべきⅬと，近代生活に䜅さ䜟䛧䛟する

ために，改め䛽䜀ならないⅬとを理解する。 

日常の数学䠄ึ版䠅㻝㻥㻡㻜 

༢ඖ 㻥䛂⚾䛯䛱のఫᒃ䛃の┠ᶆ 

社社会会ⓗⓗ目目標標  

1㻚⾰㣗住の一つと䛧て住の生活の㔜要ᛶを理解する。 

2㻚現ᅾの住宅㞴を▱り䛭の解決法を⪃䛘る。 

3㻚現ᅾの住生活を䜘り合理ⓗにする方法を研究する。 

中学生の数学 㻝㻥㻠㻥 日常の数学䠄ึ版䠅㻝㻥㻡㻜 

関㔝ඞ 日本住宅小ྐ 

す山ኦ୕ 䛣れ䛛らのすまい 

ᖹซ社 大ⓒ科஦඾ 

新ග社 世界地理風಑大⣔ 

文部省ⴭస 理科教科書 

 ⚾た䛱の科学 12，18 

小学生新⪺ 新䛧い日本のṔྐ 

関㔝ඞ 日本住宅小ྐ 

ᶫ本㱟一䜋䛛 図解すまい 

す山ኦ୕ 䛣れ䛛らのすまい 

太⏣༤太㑻 日本の住宅 

大湾政ோ 家と⚾た䛱 

文部省ⴭస 理科教科書 

⚾た䛱の科学 12 

15



は中学校第2学年⏝理科教科書として194�年に発行され

たものであり，そのうちの一冊がᐙを扱った。ᐙのᙺ๭

から௙⤌みに⮳るࡲでを概ㄝする内容となっている。『日

常の数学』は，ཧ⪃図書の㑅定においても，『中学生の数

学』の内容を継承しつつ，さらに『図解すࡲい』（194�

年），『日本の住宅』（194� 年），『ᐙと私たち』（194� 年）

といった出版後間もない住宅関連図書も✚ᴟ的に加える

ことで，生ᚐの学習をಁしたものとホ౯でࡁる。 

���.ࠗ日常の数学࠘の⦅㞟᪉㔪 

 のグ㏙ࠖ࡟ࢇࡉⓙ࠺౑ࢆのᮏࡇࠕ (1

最後に『日常の数学』がいかなる編集᪉㔪のもとにࡲ

とめられたのかを，教科書ᡤ཰の「この本を౑うⓙさࢇ

に」の࡯か，教科書発行にあわせて出版された同教科書

の指導書（数学研究ጤဨ会（第஧部）,1949）をもとに検

ウする。『日常の数学』において学習がどのようにᤊえら

れているかは，同書に཰㘓された「この本を౑うⓙさࢇ

に」に♧されている。そこでは中学生の第一Ṍを㋃み出

した生ᚐへྥけて，「あなた᪉は，ࡁっといろいろな問題

に出会うことでしࡻう。それらの問題を，あなた᪉の力

で一つ一つ解決し，一Ṍ一Ṍ生活を高めてࡺくのがこれ

からのẖ日の学習です」とㄒりかけ，ḟのように⥆ける。 

数学の学習も，このようなែ度で，目ᶆをはっࡁり

定めて進ࡲなけれࡤなりࡲせࢇ。計⟬をすることや，

図をかくことや，かいてある問題をとくことだけが，

数学ではありࡲせࡎࡲ。ࢇ，あなた᪉が⮬分で問題を

とりあࡆることがたいせつなのです。 

どࢇなところに，どࢇな問題があるか，その問題を

どのように解決していくか，それをㄪ࡭るためには，

ࡤりととらえなけれࡁ分や社会のようすをはっ⮬ࡎࡲ

いけࡲせࢇ。そのために数や㔞や形がてがかりとして

よく౑われࡲす。注 11） 

「生活を高めてࡺく」ためのさࡲࡊࡲな「問題」を一

つ一つ「解決」することが数学の学習だと位置づけられ

ることから，教科書である『日常の数学』は「学習のᡭ

として位置づけられる。「このなかにかいてあるこ「ࡁࡧ

とをㄞࢇでぬえたり，ඛ生のㄝ明をࡲってはࡌめて理解

したりするためのもの」ではなく，「あなた᪉⮬㌟が，⮬

分の㌟のࡲわりから問題をとりあࡆて，それを解決して

いく౛を♧したもの」に㐣ࡂないものとされた。 

以上のような᪉㔪ࡺえに，たとえࡤ第一学年最初の単

元は「私たちの学校」と題され，ᐇ際に⮬分たちがこれ

から学習し生活する校⯋をもとに数学を学ぶ。さらに同

単元は「私の㸯日」と「理᝿的な学校へ」を下位㡯目と

し，全部で �1 ある問の最後は「私たちは学校を形の面か

らよくすることを⪃えࡲした。これだけで学校は理᝿的

になるでしࡻうか。࡯かにあるとすれࡤ，どࢇなことか。

みࢇなでヰし合いなさい」という問いかけになっており，

問題解決をめࡊす編集᪉㔪があらわれている。 

2) ࠗ᪂ไ中学◊✲ྀ᭩࠘ࡧࡼ࠾ᣦᑟ᭩のグ㏙ 

『日常の数学』の編集にあたって，数学研究ጤဨ会で

は，文部省著作教科書『中学生の数学』の問題点につい

ても㆟ㄽを㔜ね，改ၿにつとめている。たとえࡤ，「生活

経験を㏻した数学教育༶生活のྥ上」とした学習も「こ

どもが┿に解決しようとするษᐇなḧồを持つ問題とし

てఱをྲྀり上ࡆれࡤよいのか，どࢇな学習活ືがண᝿さ

れどࢇな数学が౑われるのか」といった教育⌧ሙの␲問

に㓄៖した。そこで，ᮾி高➼師範学校㝃ᒓ中学校での

教育ᐇ㊶を㋃ࡲえ，ල体的な単元作成をᥦ♧した『新制

中学研究ྀ書 数学科編』を出版し，全単元について，ᤵ

業の展開，時間㓄ᙜ，指導内容（生活経験・ᢏ⬟・᪤習

஦㡯），⏝ㄒ，計⟬，௚教科との関係，行஦のྛ㡯目に沿

ってᤵ業計⏬᱌が♧された。「単元ྡ 私たちの住居」に

ついても編集ព図がㄝ明されている。そこでは生活の中

ᚰを占めるᐙᗞが᰿ᣐとするのが「ᐙᒇ」であるとし，

にもかかわらࡎ戦後，ᐙᗞ社会を形成する住宅の不足が

問題化している。「戦災⪅のᏊ➼はこのព࿡の住宅問題に

ついて，大ࡁな関ᚰをもっていると⪃えられる。戦災➼

の経験のないᏊ供についても，この問題に十分の関ᚰを

持たせたい」と記している。⥆けて，「文化国ᐙとしての

日本のጼを⪃えたとࡁ，ᐙᗞ生活の合理化はᙜ↛ྲྀり上

の住居が≦⌧ࡎ問題」とし，にもかかわらࡁ࡭られるࡆ

ຎᝏな環境に置かれていることを問題どしている。 

㝧あたりのᝏいᐙや，ࡌめࡌめしたᐙに平Ẽで住ࢇ

でいて改ၿしようともしない日本ேのከい஦，不₩な

౽ᡤ，ྎᡤのタഛについての↓関ᚰさ。これらは日本

ேの文化ᛶのపいことをዴᐇに♧している。Ꮚ供たち

に，これらの点を理解させるとඹに，進ࢇで೺ᗣ的な

明るいᐙを作る᪉法を⪃えさせたい。注 12） 

このような住宅にかかわる問題を，『日常の数学』では

学習への導ධではなく，解決すࡁ࡭問題そのものとして

位置づける。指導書ではそうした「生活題材」に対する

ጼໃを「ල体的な問題が，単なる導ධ問題ではなくて，

その問題の解決が最後の目ᶆである。ㄽ理は，その解決

のためのᡭẁである」とし，「数計⟬などは，その解決の

ためのᡭẁとみる。そして，その題材の解決のために౑

われる数学以እに生活のཎື力となるような理解や判᩿

や計⏬などを㔜せどする」とした。 

�) ௚のᩍ⛉との㛵ಀ 

 日常生活を題材にした学習は，数学科以እでも展開さ

れた。ᙜ↛に扱う内容に㔜」が生ࡌてくるため，単元内

容の検ウに際しては，௚科目との関連が㔜どされた。「住

居」を扱う単元でも，生ᚐの問題ព㆑がከ᪉面にわたる

にもかかわらࡎ，教師の指導᪉ྥが「数学科」との関係

のみにならないよう注ពႏ㉳されている（図 �）「社会科，

理科，ᐙᗞ科，図ᕤ科などとᐦ᥋な連⦾」をもとに「生

ᚐの生活を全面的にാかせる学習」がồめられた注 1�）。 
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図 � 生ᚐの生άとྛ⛉目の㛵ಀ 

 

 

図 � ໭᪉のᐙと༡᪉のᐙ 

 

 

図 � 㔝ཱྀࢇࡉのᐙの㛫ྲྀࡾ図 

 

 

図 � ఫ࠸ࡼࡳとᛮ࠺ᐙのタィ図 

 

上記のようなព図に基づいて「単元ྡ 私たちの住居」

は作成され，検定教科書『日常の数学』に反ᫎされるこ

ととなった。『新制中学研究ྀ書 数学科編』に཰㘓され

た学習指導計⏬౛は一部修ṇの上で指導書にも཰㘓され

ている。⾲ � は「単元 9�私たちの住居」の学習指導計⏬

౛である。「௚教科との関係」という㡯目が定められ，௚

教科への㓄៖がồめられている。 

�) ༢ඖࡕࡓ⚾ࠕのఫᒃࠖࡿࡅ࠾࡟ఫᏯのᢅ࠸ 

 「私たちの住居」は第一学年をしめくくる最後の単元

としてタ定され，❶ᮎにタけられたࢺࢫࢸや計⟬問題，

問題⦎習，単元のࡲとめなども含め，�99 㡫から 4�9 㡫

の 40 㡫を占める注 14）。この単元は「1�生活と住居」と「2�

これからの住居」で構成される。「1�生活と住居」では，

住居の進ṌのᵝᏊをᢕᥱした上で，㎰ᐙやၟᐙ，㕲➽ࢥ

造の建物などいろいろな住宅の✀㢮を知り内ࢺ࣮ࣜࢡࣥ

容となっている。ḟいで「2�これからの住居」では，住

宅不足の≧ἣとその解決⟇をㄪ࡭たうえで，೺ᗣ的な住

いについて⪃えを῝めていく。たとࡲい，合理的な住ࡲ

えࡤ，「໭᪉のᐙと༡᪉のᐙ」（図 �）をもとにẼೃが住

居にあたえる影響についてウ㆟をうながす࡯か，ᮾிや

大㜰とࢡ࣮࣮ࣚࣗࢽ，ࣟ 。のẼ ・‵度を比較するࣥࢻࣥ

こうした学習を経て，「㔝ཱྀさࢇのᐙの図」（図 �）をも

とに，ᆤ数やᗋ面✚を計⟬させた上で，「このᐙはᗈさの

点からみて೺ᗣ的であるといえるでしࡻうか」といった

問いがタけられ，さらに「⮬分たちが一␒住みよいとᛮ

うᐙ」のタ計౛（図 �）をもとに，「どࢇなところに㛗ᡤ，

▷ᡤがあるでしࡻうか。ࢫࣛࢡでヰし合いなさい」とい

う問がタけられている。この単元では最後に，生ᚐ⮬㌟

の住居について改造᪉法を⪃えさせ，さらには，「ᐙ᪘が

一␒住みよいようなᐙ」をタ計するタ問でしめくくられ

ている。このように，単元「私たちの住居」は，住宅を

対象に問題発ぢ・解決をಁすものであり，住居は導ධで

はなく解決すࡁ࡭問題として位置づけられたのだった。 

 

�.⤖ㄽ 

 本✏では，戦後教育改革期における中学校数学科の検

定教科書『日常の数学』を㈨ᩱとして，単元「私たちの

住居」の成立とその背景について明らかにした。『日常の

数学』は，1949 年発行の文部省著作教科書『中学生の数

学』から影響をཷけて編⧩された。『日常の数学』におけ

る住居に関する単元も，『中学生の数学』と同ᵝに生ᚐの

日常生活経験に関する問題を解決する㐣⛬で数学を学習

するという構成であった。生ᚐの生活のなかでも「住居」

という題材は，戦災復興の㏵上にあったேࠎの住生活に

対する関ᚰに合⮴しており，ࡲたከくの生ᚐが⿕災⪅で

あったことからも，生活における問題の解決という目的

を㐩するにはዲ㐺であったことも，『中学生の数学』から

『日常の数学』へと住居に関する単元がᘬࡁ継がれた理

⏤のࡦとつと⪃えられる。 

なお，『日常の数学』にみられる「住居」の単元は，初

版から 2 冊制へと改訂されるにあたり内容のぢ直しが行

われ，さらに新訂版への改訂を経て後継教科書『中学の

数学』へもᘬࡁ継がれていく。その㐣⛬において，「住居」

についての単元がどのように展開していったのかは✏を

改めてㄽࡎる。 
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⾲⾲ ��  ࠗ日常の数学㸦初版㸧࠘ のࠕ༢ඖ � のఫᒃࠖ学⩦ᣦᑟィ⏬౛ࡕࡓ⚾.

 
  

社会的 ⾰㣗住の一つとしてࠊ住生活の㔜せᛶをࠊḟの஧つの点を㏻ࡌて理解する。⌧ᅾの日本がࠊ住宅の不足にᝎࢇでいることを理解してࠊ 
これについてྛ⮬のᐙで㉳っている問題の解決法をᕤኵする。ࡲたࠊ⌧ᅾの住生活のḞ点を理解してࠊいかにすれࠊࡤ合理的な住生活 

 目 ᶆ      を行いࠊ⌧≧でྍ⬟な範ᅖ内においてᴦしいᐙᗞ生活をすることがでࡁるかについて研究する。 
     数学的 1� ᑡ数に関するᅄ๎計⟬をするᢏ⬟を㣴う。 
 。て౑⏝する⬟力を㌟につけさせるࡌを目的にᛂࣇࣛࢢのࠎ✀ �2         
         �� Ṍ合ࠊⓒ分⋡に関する問題を解く。 
         4� ᑻ㈏法を理解しࠊこれを⏝いる⬟力を㌟につける。 
         5� ゅࠊᆶ直ࠊ平行ࠎ✀ࠊな୕ゅ形ࠊᅄゅ形をぢ出したりࠊこれを⏝いたりする。 
         �� ᐙのタ計図のぢ᪉ࠊかࡁ᪉を理解してࠊこれを⏝いる⬟力を㌟につけさせる。 
 

学学  習習  のの  展展  開開  時時間間  
配配当当  

指指    導導    内内    容容  
用用  語語  計計  算算  他他教教科科  

ととのの関関係係  行行事事  
章章  節節  生生活活  

経経験験  技技    能能  既既  習習  事事  項項  
11．．生生活活とと住住居居  
  合理的な、楽
しい住生活を行
うために自分た
ちの家をどのよ
うに改良したら
よいかについて
次の２点から考
える 
 
 (1)住居の進歩 

のあとをふ 
りかえって 
みる 

 (2)いろいろな 
地方の住宅 
とくらべ 
て、日本の 
住宅の⻑所 
短所を見出 
す。 

11．．昔昔のの住住居居  
住 居 の 進 歩 の

ようすを知り、
自分たちの住居
とくらべる 

2.5 ⑬ 
 
 
 
⑭ 
 
 
⑯ 

〇 平行、垂直の概念を具体的につ 
いて理解する 

〇 鋭角、直角、鈍角などの概念を 
理解する 

〇 平行四辺形、台形、ひし形を実際 
の場面に見出したり、作図した 
りする 

〇 円柱、球、円すいなどを実際の 
場面に見出す 

〇 平行、垂直（小５） 
 
〇 水平面、鉛直線（小５） 
 
〇 正方形、⻑方形（小４） 
〇 立方体、直方体（小５） 
 
〇 頂点、りょう、めん（小５） 

垂 直 
平 行 

 理  科 
(中 2)6.家 

 

22．．今今のの住住居居  
  いろいろな住
宅 の 種 類 を 知
り、日本の住生
活の⻑所、短所
を見いだす 

2.5 ⑩ 
 
⑬ 
 
 
⑭ 

〇 日本の⻑さの単位(尺貫法)を理 
解し、これを用いる 

〇 平行線や重線を正確にかく 
 
〇 家の見取図や間取図をかく 
〇 正三角形、二等辺三角形、直角三 

角形、不等辺三角形を実際の場 
面に見出したり、作図したりす 
る 

〇 1 間＝６尺 
  1 尺＝約 0.3m(小 6) 
〇 コンパス、定木を使って、かん 

たんな図形をかく(小 4) 
〇 家の敷地の広さや、へやの広さ 

を調べる(小 6) 
〇 かんたんな案内図(小 4) 
〇 分度器を使って角を測る(小 6) 
〇 かんたんな地図や図面をもとに 

して、実際の場所や物を考える 
(小 6) 

〇 縮尺を考えて、地図上で実際の 
⻑さを求める(単元 6) 

  間、尺、寸等
に関する四
則 

理  科 
(中 2)6.家 
図画工作 
(中 3)住宅の
間取り 
室内装飾 

  

22．．ここれれかかららのの  
住住宅宅  

  現在の日本の
住宅に関する諸
問題を、次の二
点から考える 
 

(1)住宅不足を 
どうするか 

 (2)健康的な家 
の構造と、 
合理的な家 
の間取りを 
調べる  

11．．住住宅宅のの不不足足  
住宅難の叫ば

れているわけを
理解し、その解
決策について、
研究する  

3 ⑤ 
 
 
⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ 
 
 
⑮ 
 
 
⑰ 

〇 小数の四則計算をする 
〇 小数の乗除計算で、積や商の位 

取りや大きさを概算する 
〇 棒グラフ、折れ線グラフ、帯グラ 

フ、正方形グラフ、円グラフを読 
んだり作ったりする 

〇 グラフに表すのに資料を適当に 
整理する 

〇 いろいろなグラフの特徴を知っ 
て、グラフの適切なものを選択 
する 

〇 百分率や歩合を含む四則計算を 
する 

〇 一つの数の、与えられた百分率 
や歩合に当たる大きさを求める 

〇 一つの数が、他の数の何パーセ 
ント、あるいは何割に当たるか 
を求める 

〇 一つの数の何パーセントか何割 
かの大きさが与えられた時、も 
との数の大きさを求める 

〇 尺貫法を理解してこれを用いた 
り、またこれをメートル法の単 
位に換算する（⻑さについて） 

〇 尺貫法の面積の単位を理解して 
用いたり、これをメートル法の 
単位に換算する 

〇 体積の単位を理解し用いる 
〇 立方体、直方体の体積を用いる 

 
 
 
〇 折れ線グラフ(小 4) 
〇 二次元の表(小 4) 
〇 円グラフ、正方形グラフ、帯グ 

ラフを読む(小 6) 
 
 
 
 

〇 比の三つの用法(中 1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 坪(小 6) 

  小数の四則 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
比の三つの
用法 
 
尺貫法の四
則 

社 会 科 
(中 2)6.生命
財産の保護 

  

22．．住住みみよよいい家家  
a．健康的なす 

まい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b．合理的なす 

まい 
 
 
  

8 ④ 
 
 
 
 
 
⑤ 
⑥ 
⑮ 
 
⑰ 

〇 分数や帯分数に関する四則 
計算をする 
 
 
 
 

〇 小数の四則計算をする 
〇 種々のグラフをよむ 
〇 面積の諸単位とそれらの間の相 

互関係を理解し用いること 
〇 体積の単位を理解し用いる 
〇 直方体、立方体の体積を用いる 
〇 液量のメートル法の単位を理解 

し、それを用いる  

〇 単位分数(小 4) 
〇 割合や比を分数の形で表す 

(小 5) 
〇 分数を用いて量や比を表す 

(小 6) 
 
 
 

〇 尺貫法→メートル法(小 6) 

  分数の四則 理  科 
(中 1)1.空気 
(中 3)6.生活 

  

⑦ 
⑧ 
 
⑩ 
 
 
⑬ 
 
⑮ 

〇 百分率、歩合の概念を理解する 
〇 一つの数が他の数の何パーセン 

トに当たるかを求める 
〇 尺貫法を理解し、これを用いた 

りメートル法の単位に換算した 
りする 

〇 家の設計図を観たり、かいたり 
する 

〇 尺貫法の面積の単位を理解し、 
これを用いたり、メートル法の 
単位に換算したりする  

 
 
 
 
 
〇 北東、北⻄、南東、南⻄(小 4) 
〇 かんたんな縮図をよむ(小 5) 
〇 複雑な図形の面積を、方眼の数 

によって測る(小 6) 
〇 かんたんな図面をもとにして、 

実際の物を考える(小 6) 
〇 縮尺(単元 1、5、6) 

  
整数÷整数
＝小数 
 
 
縮尺に関す
る計算 

 
 
 
 
 
理  科 
(中 2)6.家 
(中 3)6.生活 
(中 3)住宅の
間取り 
室内装飾 

  

ͤ数学研究ጤဨ会編『中学校第㸯学年⏝・日常の数学㸸解ㄝと指導（指導編）』ࠊ大日本図書1949ࠊ 年ࠊSS�����9 
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ὀ 

注 1）対象とする教科書の編集㊃᪨やព図をᢕᥱするため，いわࡺる「指

導書」（数学研究ጤဨ会（第஧部）,1949）ならࡧに，『日常の数学』

の単元内容の検ウを進めたᮾி高➼師範学校㝃ᒓ中学校の新教育研究

会編による『新制中学研究ྀ書』（ᮾி高師㝃中学校新教育研究会,1949）

もཧ↷した。 

注 2）戦後教育改革期における生活単元学習については，㏻史として⫧

田㔝・✄ᇉ（19�1），㕥ᮌ（19��），Ỉཎ（1992）などがᣲࡆられる。

GHQ ഃのど点として，（明ᫍ大学戦後教育史研究199,࣮ࢱࣥࢭ�），（࢜

がある。㏆年における⌧代教育史（�199,ࢡࢵ࣮ࣜࢲࣥ࣡）（�199,࢔

研究として（田中,201�D）がᣲࡆられる。 

注 �）文部省,194�E,1 

注 4）๓ᥖ，注 2 に同ࡌ。数学教育における生活単元学習批判の代表的

ே物として数学⪅・㐲ᒣၨがᣲࡆられる。㐲ᒣは「生活単元学習の批

判」（㐲ᒣ,195�）のなかで「『中学生の数学』の住宅という単元では

住居からはࡲࡌって，⺅が発生しないようにするには，౽ᡤをỈὙに

したり，くものᕢをはらったりするࡁ࡭だ，というヰでおわっている。

（中␎）この教科書は生活経験にᛅᐇであろうとして，数学の体系を

◚ቯしてしࡲったことは，すでにあࡁらかになったが，生活経験その

もののീさえも与えることに失ᩋしているのである」と批判した。 

注 5）戦後復興期の住宅問題については，住田（2015）ならࡧに，すᒣ

（19�9）をཧ↷した。 

注 �）同๓。 

注 �）஭上（19�5），住田（1942），日本科学史学会�19���をཧ↷。 

注 �）文部省（1949）,Ϻ� 

注 9）大日本図書では数学科教科書の編集にあたって，数学教育ጤဨ会

をタけ，ᑠ学校教科書を第一部，中学校教科書を第஧部とした。第஧

部は，ᮾி高➼師範学校教ᤵ・理学༤士のబ⸨Ⰻ一㑻の࡯か，ᮾி高

師㝃ᒓ中学校㝃ᒓ高➼学校教官の஭上⩏ኵ・బࠎᮌ元太㑻・ᯇᒸ元ஂ・

⇃ἑῐ・ᑠ高ಇኵ・௰田⣖ኵの࡯か，中ᮧᖾᅄ㑻（大㜰大学教ᤵ・理

学士），Ⳣཎṇᕭ（⤫計数理研究ᡤဨ・Ṋⶶ大学講師），ட㇂ಇ司（お

ⲔのỈዪᏊ大学教ᤵ・理学༤士），ᮌᮧ⛅（おⲔのỈዪᏊ大学㝃ᒓ高

➼学校教官）がྡを連ねた。なお，2 冊制への改訂時にᐑᓮ຾ᘨ（ᮾ

ி教育大学㝃ᒓ中学校㝃ᒓ高➼学校教官）が加わった。 

注 10）CIE の検㜀について，大日本図書でも「ல⣽な表⌧にいたるࡲで，

していたので，合᱁⋡はᴟめてᝏく，わが社も検定ࢡࢵ࢙ࢳしくࡧࡁ

ᐇ᪋の初年度，᫛࿴஧十ᅄ年度⏝として中理，高理，高数などを検定

⏦ㄳしࡲしたが，合᱁したのは高➼理科の化学Ϩ・ϩとᆅ学Ϩ・ϩの

ᅄ冊だけでした」とᅇ᝿している（大日本図書，19�0）。文部省の検

定とあわせて CIE による検㜀がᐇ᪋されたため，「検定⏦ㄳ⏝の教科

書ཎ✏の࢞ࣜ版ๅり୐部と，そのⱥヂ本୕部を文部省にᥦ出」という

↹㞧さの上，「CIE 検㜀では，ࢢࣁࢢࢳなこと」が㢖発したという（ᚨ

Ṋ，19�5）。 

注 11）『日常の数学』（数学研究ጤဨ会（第஧部）1950,�。 

注 12）ᮾி高➼師範学校㝃ᒓ中学校新教育研究会編（1949）,2��24� 

注 1�）同๓，125�12�� 

注 14）『日常の数学（஧冊制）』にあわせて発行された指導書（数学教

育ጤဨ会（第஧部）,1950）では，単元「私たちの住居」が第一学年最

後にタ定された理⏤をこうㄝ明している。「この単元をྲྀり扱う時期

は෤である。෤は，ື物㐩が，それぞれ⮬分のすみᐙを，ᐮさやうえ

からの㑊なࢇᡤにしている時期である。 そのព࿡でᩋ戦後の住宅問

題を一␒しみࡌみ࿡わうのは෤であろう。私たちのᐙᗞを中ᚰとして

の生活をとりあࡆる一年のࢫ࣮ࢥにおいて最終の単元として͆私たち

の住居 を͇とりあࡆたのはこのような⪃えからであった」としている。 

 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

1）大日本図書編��19�0��出版とともに �0 年㸸大日本図書 �0 年史✏� ᮾ

ி�大日本図書株式会社� 

2� ᶫ本❳一,ᩪ⸨竹生編�（194�）�図解すࡲい�住居の歴史とᆅ理・住居

の科学・新しࡁ住居,ᮾி�株式会社ㄔ文ᇽ新ග社� 

�� ⫧田㔝直,✄ᇉᛅᙪ��19�1��教育課⛬ 総ㄽ�戦後日本の教育改革 ��

ᮾி�ᮾி大学出版会� 

4）஭上⩏ኵ��19�5��戦後における⟬数・数学教育変㑄の㊧をたどって㸬

⟬数・数学教育ᛮ₻の変㑄と展ᮃ㸸⟬数・数学教育ᐇ㊶講ᗙ�20�

（SS�10��4）�ᮾி�⟬数・数学教育ᐇ㊶講ᗙห行会 

5� 明ᫍ大学戦後教育史研究࣮ࢱࣥࢭ��199���占領下日本の教科書改革�

ᮾி�明ᫍ大学出版部� 

�� Ỉཎ克ᩄ��1992��⌧代日本の教育課⛬改革�学習指導せ領と国民の㈨

㉁形成�ᮾி�株式会社㢼間書ᡣ� 

�� すᒣኦ୕��194���これからのすࡲい�住ᵝ式のヰ� ᮾி�┦ᶍ書ᡣ 

�� すᒣኦ୕��19�9��すࡲい⪃௒学�⌧代日本住宅史� ᮾி�株式会社ᙲ

国社 

9� 大‴ᨻோ��194���ᐙと私たち�新制中学理科ࢬ࣮ࣜࢩ 12� ᮾி�株式

会社ΎỈ書院 

��占領下日本の教育改革ᨻ⟇�ᮾி��199��7・ࢡ࣮࣐,࢔࢜ �10⋢川大学

出版部� 

11）ᮾி高➼師範学校㝃ᒓ中学校新教育研究会編�（1949）�数学科㸸新

制中学校研究ྀ書・第㸴ᕳ�ᮾி�日本教育᣺興会� 

12） ᮾி教育大学㝃ᒓ中学校編��19�9��ᮾி教育大学㝃ᒓ中学校஧十年

史� ᮾி�ᮾி教育大学㝃ᒓ中学校� 

1�� 関㔝克��1942��日本住宅ᑠ史� ᮾி�┦ᶍ書ᡣ 

14� 住田ᫀ஧��2015��⌧代日本ࢢࣥࢪ࢘ࣁ史 1914�200�� ᮾி�株式会

社࣑ࢿルࣦ࢓書ᡣ 

15）数学研究ጤဨ会（第஧部）��1949��中学校第 1 学年⏝日常の数学 解

ㄝと指導 指導編� ᮾி�大日本図書株式会社� 

1�）数学研究ጤဨ会（第஧部）��1950��中学校第 1 学年⏝日常の数学 解

ㄝと指導（஧冊制）� ᮾி�大日本図書株式会社� 

1�� 㕥ᮌⱥ一��19����日本占領と教育改革�ᮾி�株式会社ວⲡ書ᡣ� 

1�� 田中⪔治��201�D��戦後日本教育᪉法ㄽ史�上��࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛとᤵ業

をめࡄる理ㄽ的系㆕�ᮾி�株式会社࣑ࢿルࣦ࢓書ᡣ� 

19）ᮾி高師㝃中学校新教育研究会��1949��新制中学研究ྀ書・第 � ᕳ 

数学科� ᮾி�日本教育᣺興会� 

20� ᚨṊᩄኵ��19�5��日本の教科書づくり� ᮾி�株式会社みくに書ᡣ 

21� 㐲ᒣၨ��195���生活単元学習の批判�教育�ᮾி�株式会社国ᅵ

社�22�11�2�� 

22）⟃Ἴ大学㝃ᒓ中学校・高➼学校ⓒ年史編集ጤဨ会編�（19��）�⟃Ἴ

大学㝃ᒓ中学校・高➼学校๰立ⓒ年史� ᮾி�⟃Ἴ大学㝃ᒓ中学校・高

➼学校� 

2�）曲田Ύ⥔��1994�� 住環境教育に関する研究�学校教育を中ᚰにして�

大㜰ᕷ立大学大学院生活科学研究科༤士ㄽ文� 

24）蒔苗直㐨��2001��「総合的な学習の時間」に対する終戦直後の数学

教育史からの♧၀㸸文部省著作教科書『中学生の数学』にみる数学と

生活の関連に↔点をあてて�日本数学教育学会ㄅ,���11�,1��20� 

25）蒔苗直㐨��2011��戦後教育改革期の数学教育における単元学習の展

開㸸GHQ㸭SCAP 文書による時代⪃ド�戦後教育史研究,�25�,21��2� 

2�）蒔苗直㐨��2012��᫛࿴ 24 年の文部省著作教科書『中学生の数学』に

おける「住宅」の単元の෌ホ౯�『EYHU\GD\ -XQLRU 0DWKHPDWLFV』と

の比較をど点に�日本数学教育学会ㄅ,⮫時ቑห・数学教育学ㄽ究,9�, 

19���� 

2�）文部省��194�D��学習指導せ領一⯡編（ヨ᱌）᫛࿴஧十஧年度�ᮾி�

中➼学校教科書株式会社� 

2�）文部省��194�E��学習指導せ領⟬数科・数学科編（ヨ᱌）᫛࿴஧十஧

年度�ᮾி�日本書⡠株式会社� 

29）文部省��194�F�� 中➼数学・第一学年⏝�上��下��ᮾி�中➼学校教

科書株式会社� 

�0）文部省��194�G�� 私たちの科学 12 ᐙはどのようにしてでࡁるか�中

学校第 2 学年⏝�ᮾி�大日本図書株式会社� 

�1）文部省��194���⟬数数学科指導内容一ぴ表�ᮾி�日本書⡠株式会社� 

�2� 文部省��1949��中学生の数学�第 1 学年⏝�1��2�� ᮾி�中➼学校教

科書株式会 

��� 日本科学史学会��19����日本科学ᢏ術史大系 第 10 ᕳ 教育・第 ��

ᮾி�第一法つ出版 

�4）▮作຾⨾編��1992��大日本図書ⓒ年史� ᮾி�大日本図書株式会社� 

��占領下日本の教科書改革��199��-・ࢺ࣮ࣂ࣮ࣁ,ࢡࢵ࣮ࣜࢲࣥ࣡（�5

ᮾி�⋢川大学出版部 
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資料 ࠗ日常の数学࠘の༢ඖ � の目ḟࡑཧ⪃図᭩とࡓࢀࡽࡆᥖ࡟のఫᒃࠖࡕࡓ⚾ࠕ

㛵㔝ඞ『日ᮏఫᏯᑠྐ』㻘┦ᶍ書ᡣ㻘㻝㻥㻠2 

1㻚ᗎㄝ（1㻚1 自然と日本住宅㻘1㻚2 生活と日本住宅㻘1㻚3 ⱁ術と日本住宅㻘1㻚4 日本

住宅のศ㢮） 

2㻚原始住宅（2㻚1 日本住ᒃの原始ᙧ㻘2㻚2 ❿✰住ᒃ㻘2㻚3 ᖹ地住ᒃ㻘2㻚4 高ᗋ住

ᒃ） 

3㻚農家住宅（3㻚1 日本住宅建築のẕ⫾㻘3㻚2 ዉⰋ時代の農家住宅㻘3㻚3 中世・近

世の農家住宅） 

4㻚公家住宅（4㻚1 ዉⰋ時代に᪊ける公家住宅の発⚈㻘4㻚2 ዉⰋ時代公家住宅建

築のᵓ造㻘4㻚3 ᖹ安内⿬と公家住宅㻘4㻚4 ᐷẊ造と䛧ての公家住宅㻘4㻚5 ┒期の

ᐷẊ造㻘4㻚6 㙊಴時代௨後の公家住宅） 

5㻚⏫家住宅（5㻚1 ᖹ安京に᪊ける宅地๭と⏫家住宅㻘5㻚2 ᇛୗ⏫に᪊ける近世

⏫ᒇの発ᒎ㻘5㻚3 Ụ戶の⏫ᒇに᪊ける防火建築の生成） 

6㻚㔘家住宅（6㻚1 㔘家住宅の独立㻘6㻚2 㙊಴・室⏫時代に᪊ける㔘家住宅㻘6㻚3

近世㔘家住宅の㑇ᵓ） 

7㻚武家住宅（7㻚1 武家住宅の独立㻘7㻚2 主Ẋ造༶䛱武家住宅㻘7㻚3 ᱈山式書院造

と䛧ての武家住宅） 

8㻚数ᐤᒇ住宅（8㻚1 数ᐤᒇ住宅の℃゗㻘8㻚2 Ⲕ室建築㻘8㻚3 数ᐤᒇ住宅） 

9㻚国民住宅（9㻚1 すὒ建築の㍺入と現代住宅㻘9㻚2 都市計画・住宅政策と国民

住宅） 

10㻚結ᑿ（10㻚1 日本住宅発ᒎᶍᆺ図の試案㻘10㻚2 日本住宅発ᒎの一理ᛕ） 

 

ᶫᮏ❳୍㻘ᩪ⸨➉生⦅『ᅗゎ䛩䜎䛔』㻘ㄔ文ᇽ新ග♫㻘㻝㻥㻠㻤 

1㻚住ᒃのṔྐと地理 

1㻙1㻚住ᒃの㉳※ 

1㻙2㻚䝶ー䝻ツパ住ᒃྐ（㻭㻚䜶ジプトの住ᒃ㻘㻮㻚䜼リシ䝲の住ᒃ㻘C㻚䝻ーマの住

ᒃ㻘㻰㻚中世及ル䝛サンスの住ᒃ㻘E㻚近代及現代の住ᒃ） 

3㻙3㻚アジア住ᒃྐ 

3㻙3㻙1㻚日本住ᒃྐ（㻭㻚ඛྐ時代・上ྂ時代の住ᒃ㻘㻮㻚ዉⰋ時代の住ᒃ㻘C㻚ᖹ

安時代の住ᒃ㻘㻰㻚㙊಴時代の住ᒃ㻘E㻚室⏫時代の住ᒃ㻘㻲㻚᱈山時代の住

ᒃ㻘G㻚Ụ戸時代の住ᒃ㻘H㻚現代の住ᒃ） 

3㻙3㻙2㻚北と༡の住ᒃ（㻭㻚北海道・ᶟ太の住ᒃ㻘㻮㻚朝鮮の住ᒃ㻘C㻚‶Ὢの住ᒃ

1㻘㻰㻚‶Ὢの住ᒃ 2㻘E㻚⳹北の住ᒃ㻘㻲㻚ⵚྂの住ᒃ㻘G㻚スマトラの住ᒃ㻘H㻚シ䝲ム

の住ᒃ㻘I㻚ジ䝲ワの住ᒃ㻘J㻚ボル䝛オの住ᒃ㻘㻷㻚太ᖹὒㅖ島の住ᒃ㻘㻸㻚ニ䝴ー

䜼ニ䝲の住ᒃ） 

2㻚住ᒃの科学 

2㻙1㻚寒さの防御（㻭㻚෾上の防止㻘㻮㻚෾ᐖの防止㻘C㻚㞷と㍈部ᵓ造㻘㻰㻚㞷とᒇ᰿ᵓ

造㻘E㻚㞷と室内採ග㻘㻲㻚室内保 㻘G㻚室内採ᬮ） 

2㻙2㻚ᬬさの防御（㻭㻚ᬬさを防䛠には㻘㻮㻚ྛ部の防⇕ᵓ造㻘C㻚自然᥮気に䜘る防

ᬬ・防‵） 

2㻙3㻚住い方（㻭㻚住ᒃのᵓ成㻘㻮㻚ᒃ間㻘C㻚ᐷ室㻘㻰㻚པᡣ㻘E㻚ᾎ室・౽所） 

3㻚新䛧い住ᒃ（1㻚工ሙ生産に䜘るᮌ造組立住ᒃ(ス䜶ー䝕ン)㻘2㻚㻼㼑㼟㼟㼍㼏 㞟合住

ᒃ（フランス）㻘3㻚㯮人部ⴠ計画案(アメリカ)㻘4㻚戦後の㞟合住ᒃ(アメリカ)㻘5㻚終

ᮎ住ᒃ（アメリカ）㻘6㻚小住ᒃ(アメリカ)㻘7㻚ᅄ本の㗰ᰕをᣢつ住ᒃ(アメリカ)） 

主なるཧ⪃文⊩ 

 

すᒣኦ୕『䛣䜜䛛䜙の䛩䜎䛔㻦ఫᵝᘧのヰ』㻘┦ᶍ書ᡣ㻘㻝㻥㻠㻢 

新日本の住宅建設にᚲ要な༑原則 

住まいᵝ式の改革（住宅の不足㻘᭦新と改革㻘二㔜生活㻘研究と試సの時㻘新䛧

い住まいᵝ式の創造） 

ᗋ㠃ᆘと᳔子ᆘ（㉳ᒃᵝ式㻘和ὒ・公⚾㻘䝴カ䝄のḞ㝗㻘ᑒ建ⓗな㠀活ື㻘改革

の䜏䛱㻘高ᗋ住ᒃ㻘土足と上足㻘生活の二つの部ศ㻘タタミ䝴カ㻘䝴カ上生活㻘武

家のᆘ♩㻘行൤ぢ習㻘住㠃生活ᵝ式の完成㻘スワルᙧ㻘土間の生活㻘㉳きて༙

ᖂ㻘ᒇ内స業㻘間取りのኚ㑄㻘土間の⦰小㻘⟽入ፉの生活㻘文明開化㻘公生活と

イス䝄㻘ὒ風化の㌿ᶵ㻘対立のᒎ開㻘ὒ風生活の៿᠄㻘生活改ၿ㐠ື㻘ᅇ㢳㊃

࿡㻘改革の㞀ᐖ㻘家ලの問題㻘䝦䝲の広さ㻘小室のศ๭㻘⊃い䝛䝧䝲㻘住宅の䛫

まさ㻘ᬮᡣの問題㻘෤と土ᗙ㻘⾰住の関ಀ㻘Ἶ䜏䛱と家の中㻘生活Ỉ準の制約㻘

୕つの方ྥ㻘不ྍ⬟なᢡ⾺式㻘ୗᐟ学生のᵝ式㻘䝴カ䛛らイスへ㻘休ᜥ㠃の高

さ㻘ᐷලの始ᮎ㻘␚の෌検ウ㻘ᗋ材ᩱの問題㻘新䛧いᆘල㻘ᆘ㠃のపୗ㻘新♩法

の創造㻘土間の改ၿ） 

家生活と⚾生活（䛛䛟れがなも䛧㻘「䛟つ䜝䛠」人㻘ᩱ理ᒇのᖍ㻘家㛗と主፬㻘イ䜶の

ඹ同生活㻘䝛䝧䝲㻘夫፬とᐷ室㻘家᪘のᐷሙ所㻘ⱝ者ᐟ㻘イ䜶の中の公⚾㻘㌟ศ

とሙ所㻘ᛶ生活の容ჾ㻘夫፬の⚾室㻘白ᕝᮧの大家᪘㻘⚾生活の೔理㻘ᪧ制度

のᔂቯ㻘「家᪘主⩏」のᙺ๭㻘制度と現実㻘ᐦ住へのᵚᯂ㻘子ዪのศ㞳㻘家᪘生

活のΰ஘㻘夫፬生活の᮰⦡㻘⫗ぶの䜶䝻テ䜱ズム㻘夫፬は二世㻘子はカス䜺イ㻘

夫፬ᑵᐷ室の現況㻘子౪の䛽ሙ所㻘ῧいᐷのᘏ㛗㻘夫፬生活と住宅㻘ዪᛶの

ᑵᐷ室㻘ᛶูのᐷ室ศ㞳㻘↓どされるዪᛶ㻘ៅ䜏とㅬㆡ㻘⏨ዪの「ู」ᛶ道ᚨ

の基┙㻘↓力なᆶカ㻘子౪のイ䜶生活㻘めいめいの部ᒇ㻘⊃小住宅とᐦ住℩生

活㻘ᑵᐷ室の限定㻘」合ᑵᗋ㻘㞟中ᑵᐷの原ᅉ㻘ศ㞳ᑵᐷの確立㻘民主䚻⩏と

イ䜶生活㻘๓世⣖中ⴥのイ䜼リス住宅㻘決然たる改革㻘┿๢な཯省㻘⚾生活の

確立） 

間௙ษと室の独立ᛶ（䝦䝲と室㻘ᮌと⣬の間௙ษ㻘間௙ษቨのない住宅㻘通ᢤけ

通風のᚲ要㻘⚾生活群のᒁ限㻘夫፬と子౪㻘ᡃ国の家᪘制度㻘家㛗ⓗ家᪘ẚ

⋡㻘ከ夫፬家᪘のᅔ㞴㻘⥅承婚の෌ྫྷ࿡㻘子夫፬の独立㻘結婚ศ㞳のᙳ㡪

条௳㻘住戸数の増加๭合㻘都市のሙ合㻘住宅規ᶍの⦰小㻘ഹな⥈合㈇ᢸの増

加㻘創生婚ศ㞳の合理ᛶ㻘単⣧化される㝸㞳条௳㻘住✵間の㐽᩿条௳㻘建築

ⓗ解決と住䜏方での解決）                     ྑ上につ䛵䛟 

住生活のඹ同化（高ሟと応᥋室㻘家中ᚰ主⩏㻘䜘䛭䜖きのሙ所㻘⋞関の㔜ど㻘䝴

カ上と᥋ᐈᵓ䛘㻘家生活のศ解㻘建築のศ化㻘住宅のኚ㉁過程㻘不᩿のኚ化㻘

生活のඹ同化㻘ඹ同⅕஦㻘自⏤選択とオシキ䝉㻘Ὑ℆の労ⱞ㻘Ὑ℆のඹ同化㻘

入ᾎ設備㻘入ᾎのඹ同化㻘㈔い㻘ᾎ入の戸ྛ㻘置㓄のሙᾎ衆公㻘ሙᾎ衆公と‮

ඹ同౽所㻘䛟さいものにフタ㻘ỈὙ౽所㻘౽所は㏫コース㻘戦時中のඹ同化㻘ᑗ

来のඹ同化㻘ドーマ・コムム䝚イ㻘㞟中ᆺとศᩓᆺ㻘ẁ㝵ᆺのᵓ᝿㻘住施設のẁ

㝵ᵓ成㻘住戸⣽⬊㻘新䛧い生活ឤ᝟㻘社会化と公ᚨᚰ） 

住✵間のᶵ⬟ศ化（単室住ᒃ㻘用㏵ᵓ成の᭱ึのศ化㻘農民の住ᵝ式㻘ᗋ㠃の

発ᒎศ化㻘士農工ၟの住ᵝ式㻘᫨間生活と土間㻘㌟ศ⛛ᗎと用㏵ศ化㻘通り土

間ᆺ住宅の住䜏方㻘土間の節約過程㻘ṧされた㣗室㻘大㑰宅と小住宅㻘ㄗ䛳た

㌿用ㄽ㻘中ᗯୗ式のኻᩋ㻘㣗ᐷศ㞳のᚲ要㻘᭱後の一⥺㻘間取りの基本㻘㣗室

のᶵ⬟㻘㣗室䛛らᒃ間へ㻘住✵間の要⣲㻘第二⩏ⓗ用㏵㻘⋞関とᗙᩜ㻘住宅の

᥋ᐈᵓ䛘㻘୕✀の᥋ᐈ㻘ぶᐦ応᥋㻘ᐷ室へのに䛢㻘㞟会応᥋㻘アツマリ䝧䝲㻘シ

䝂ト䝧䝲㻘子౪䝧䝲㻘住䜏方の工夫㻘㝃帯部ศ㻘㣗物工ሙ㻘པᡣの設㻘Ỉと⇕㻘⅕

஦స業の改ၿ㻘上足の㣗஦ሙへ㻘⅕஦ሙの大さ㻘ᒃ間㣗堂） 

室の✀㢮と家ල（室と家ල㻘都市住宅の家ල㻘䜘め入り道ල㻘ᚲ需家ල㻘イス䝄化

と家ල㻘ᑗ来のᚲ要家ල㻘収⣡ලのኚ化㻘家ලの建築化の㞀ᐖ㻘工స⢭度㻘家

ලつき家賃㻘家ලの୔夫さ㻘ᢲ入の「㔜ᐆさ」㻘ᢲ入の収⣡ရ㻘ᢲ入の現況㻘⾰

㢮の⥲㔞㻘⾰ᩱ収⣡ල㻘人数䜘りも生活程度㻘二㔜生活とᢲ入㻘ኪලの㔞㻘䜺ラ

クタの始ᮎ㻘ᢲ入のᚲ要㔞㻘ᐷලの改ၿ㻘家ලと室の大きさ㻘フトン䛽ᗋの෌検

ウ㻘䛽ᗋと䛽方㻘㣗஦室の大きさ㻘住宅のᆺ） 

住宅のᆺ・生活のᆺ（⏫家の䛟ら䛧㻘ᪧい住ᵝ式のᔂቯ㻘年ᐤりの෭Ỉ㻘年中行

஦㻘ᶵ⬟とつ䛛い方㻘住まいの工夫㻘新䛧い住ᵝ式㻘住宅の規᱁化㻘住宅改ၿ

の基礎） 

㝃㘓㻦復興建設住宅の計画基準案㻘あとがき 

 

ኴ⏣༤ኴ㑻『日ᮏのఫᏯ』㻘ᙲ国♫㻘㻝㻥㻠㻤 

䊠㻚ま䛘がき 

䊡㻚日本住宅のṔྐ（1㻚住宅ᖹ㠃の発ᒎ㻘2㻚室内⿶㣭のኚ㑄㻘3㻚建築技術の発

達） 

䊢㻚住宅衛生（1㻚日本の気ೃ㻘2㻚㧓ឤỀೃ㻘3㻚ቨと室内 度㻘4㻚日ᑕのᙳ㡪㻘5㻚風

のᙳ㡪㻘6㻚↷明㻘7㻚ᬮᡣ㻘8㻚᥮Ề㻘9㻚౽所） 

䊣㻚生活ᵝ式と住宅（1㻚㣗ᐷศ㞳㻘2㻚⚾生活の独立㻘3㻚家᪘ᵓ成㻘4㻚イス式とᗙ

式㻘5㻚᥋ᐈᵝ式㻘6㻚ྛ室の規ᶍと設備㻘7㻚間取り㻘8㻚生活の⬟⋡化㻘9㻚生活のඹ

同化㻘10㻚近㞄住区㻘11㻚ඹ同住宅 

䊤㻚䜐すび 

㝃載（1㻚住宅のᵓ造㻘2㻚住宅の図㠃㻘3㻚ཧ⪃書） 

 

኱‴ᨻோ『ᐙ䛸⚾䛯䛱㻦中学⌮科䝅䝸䞊䝈 㻝2』㻘ΎỈ書㝔㻘㻝㻥㻠㻤 

䛣の本でఱを学䜆の䛛 

1㻚家のᙺ目（1㻚ື物のす䜏䛛は䛹の䜘うなᙺ目を䛧ている䛛㻘2㻚大᫇の日本人は

䛹䜣な住ᒃに住䜣でいた䛛㻘3㻚家のᙺ目㻘整理㻘試問 㻘自⏤◦究） 

2㻚建物の✀㢮（1㻚௒日の文化生活にᚲ要な建物の✀㢮㻘2㻚日本の建物は䛹の

䜘うにうつりኚ䜟䛳ていた䛛㻘整理㻘試問㻘自⏤◦究） 

3㻚建物の材ᩱ（1㻚ྂい建物には䛹の䜘うな材ᩱが用いられていた䛛㻘2㻚進ṉ䛧た

建物には䛹の䜘うな材ᩱが用いられてきた䛛㻘3㻚日本にᮌ材の建物だけが発

達䛧てきたのは䛹う䛧てだ䜝う㻘4㻚材ᩱのᙉさ㻘5㻚材ᩱの✀㢮とᛶ㉁㻘整理㻘試

問 㻘自⏤◦究） 

4㻚୔夫な建物（1㻚䛹の䜘うな原ᅉで建物は䛣䜟れる䛛㻘2㻚ᰕとはりのᙉさ㻘3㻚ᒇ᰿

と㦵組のᙉさ㻘4㻚建物の建て方とᙉさ㻘整理㻘試問㻘自⏤◦究 

5㻚住䜏䜘い家（1㻚家と気ೃ㻘2㻚間取と㓄置㻘3㻚᥮気と保 㻘4㻚明るい部ᒇ㻘5㻚建物の

中のとりつけ㻘整理㻘試問㻘自⏤◦究） 

6䠊 燃䛘ない家（1㻚防火のᚲ要㻘2㻚火災のᏘ節と 度㻘3㻚耐火建築㻘整理㻘試問 㻘

自⏤◦究） 

7㻚䛣れ䛛らの家（1㻚建物の進ṉをさまた䛢るもの㻘2㻚䛣れ䛛らの家 

整理㻘自⏤◦究） 

௜㘓 

 

文部省著作教科書『⚾䛯䛱の科学 㻝2 ᐙ䛿䛹の䜘䛖䛻䛧䛶䛷䛝䜛䛛㻦中学ᰯ➨ 2

学ᖺ⏝』㻘኱日ᮏᅗ書㻘㻝㻥㻠㻣 

ま䛘がき 

1㻚家のᙺ目 

2㻚建物の✀㢮 

3㻚建物の材ᩱ（1㻚自然物䛛ら加工物へ㻘2㻚材ᩱのᙉさ㻘3㻚建築材ᩱの進Ṍ） 

4㻚୔夫な建物（1㻚ᰕとはりのᙧ㻘2㻚ᰕやはりの組合䛫㻘3㻚建物のᙧ㻘4㻚建物の建て

方） 

5㻚住䜏䜘い家（1㻚家と気ೃ㻘2㻚部ᒇの✀㢮㻘3㻚部ᒇのྥきと間取り㻘4㻚᥮気と保

 㻘5㻚明るい部ᒇ㻘6㻚建物の中のとりつけ（設備）） 

6㻚燃䛘ない家 

7㻚䛣れ䛛らの家（1㻚建物の進Ṍをさまた䛢るもの㻘2㻚り䛳䜁な家と⢒ᮎな家） 
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